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1．開発の背景
早稲田大学の中長期目標「Vision150」では，大学創立 150年目にあたる 2032年に留学
生数を 1万人にすることが掲げられているが，留学生数は 2019年 5月現在，6,124名にの
ぼり，増加の一途をたどっている（早稲田大学留学生センター 2019）。中でも初級の日本
語学習者層が急増しており，そのきっかけとなったのが，英語学位プログラムの増設であ
る。早稲田キャンパスの国際教養学部をはじめ，政治経済学部，社会科学部，文化構想学
部と，西早稲田キャンパスの理工学術院 3学部（基幹理工学部，創造理工学部，先進理工
学部）の 7学部で英語学位プログラムが実施され，日本語が必修科目とされている。
早稲田大学日本語教育研究センター（Center for Japanese Language, Waseda University： 
以下 CJL）は，全学の日本語教育を一元的に担っている。今回日本語初級 e-learning教材 
“Steps in Japanese for Beginners”（以下，SJB; https://www.edx. org/school/wasedax）を開発し，
MOOCs（Massive Open Online Courses；大規模公開オンライン講座）のプラットフォーム
の一つである edX1）に講座を設けた背景には，先に述べた初級の日本語学習者の増加に加
え，日本語学習者の日本語学習目的の多様化がある。中でも，英語学位プログラムの日本
語学習者が求める学習目的が日本語学位プログラムの学習者と異なり（佐野ほか 2019a），
中級程度の日本語会話の習得を日本語学習の最終目標にする学習者が少なくない。それに
対して，CJLの既存の初級学習者対象科目「総合日本語 1」は，週 5コマ提供科目で進度
も速く，必ずしも英語学位プログラムの学習者のニーズに合わせられているとは言い難
い。そこで，日本語講座の開講数が限られている edXに SJBを提供し（木下 2017），そ
のコンテンツを活用したブレンデッド・コースを検討した。今後，CJLでブレンデッド・
コースを展開することにより，学習者の学習目的や学習スタイルの多様性，学習者の地理
的・時間的制約，学習者数の急増に対する教員不足に対応でき，さらにはインクルーシブ
教育に向けた支援としても貢献できると考える。
本稿では，日本語学習者にとってインターネットの環境さえあれば，いつでもどこで
も無料で受講が可能であり，日本語を教える教員にとっても動画コンテンツなどが部分
的に利用可能な初級日本語 e-learning教材，SJBのコンセプトとコンテンツを紹介すると
ともに，2019年度秋学期に edXで開講した SJBのコース運営・実践，理工学術院のブレ
ンデッド・ラーニングを取り入れた「Japanese1 （1）」のコース運営・実践，さらに両者の
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コース終了後に見えてきた課題について報告したい。
2．SJB のコンテンツ開発
SJBのコンセプトは，「自分のことばを構築し，社会でネットワークを広げていくこと」
である。オンラインの授業は，受け身の学習になりがちであるが，日本語学習者にとって
現実場面で起こりうる場面を設定し，より主体的に言語運用能力が身につけられることを
ねらいとしている（木下ほか 2019）。e-learningでは，学習の継続性が課題になることが
多く，MOOCsで修了までたどり着けるのは，平均 15%程度だという（重田 2014，Jordan 
2015）。そこで，小さな達成感を多く経験することが，新たな学習動機につながり，学習
が継続すると考え，インストラクショナル・デザイン（Merill 2002，向後 2012など）を
参考に，スモールステップを多く設けた。
SJBは，学習者が将来的に CJLで開講している総合日本語 2レベルを履修する選択も
できるよう，総合日本語 1レベルを 3分割し，進度や内容を調整した。3分割したそれぞ
れをシリーズと呼ぶが，各シリーズは 12課で，全 3シリーズ 36課分を作成した。理工学
術院では，1学期で 1シリーズを扱うが，edXでは，各シリーズ 12課をさらに 4課ごと
に 3つの partに分けた。全体的に初級の語彙，文法，文型を用いているが，場面に必要
な表現があれば，特に初級の文法や文型でなくてもチャンクとして扱い，導入している。
2-1．SJB のコース内容
SJBのコンテンツは，これまで CJLで行ってきた初級クラスの報告（佐野ほか 2019a）
や理工学術院との会議や実際の授業を通して得た情報をふまえ，英語学位プログラムの留
学生が大学生活の中で必要となる日本語を想定し，内容を選択した。
表 1は，SJBシリーズ 1（以下，SJB1）のコース内容を示したものである。
表 1　SJB シリーズ 1 のコース内容
タイトル 課のねらい
Lesson 1 おはようございます あいさつができる
Lesson 2 わたしは  大学生です 自己紹介ができる
Lesson 3 えび だめなんです 食べ物についてたずねる
Lesson 4 ハンバーガー  ひとつください ファーストフードで注文できる
Lesson 5 本屋は どこですか 行きたい場所が聞ける
Lesson 6 ここから  駅まで  どのくらいかかりますか 目的地までの行き方と所要時間が聞ける
Lesson 7 どんな授業ですか 授業の情報が確認できる
Lesson 8 今度の休みに  何をしますか 休みの計画や趣味について説明できる
Lesson 9 いっしょに  練習しませんか 友だちをイベントに誘うことができる
Lesson 10 友だちと  横浜で  遊びました 自分の経験について話せる
Lesson 11 写真を  撮ってもいいですか 許可が得られる
Lesson 12 ジャカルタに  住んでいます 家族が紹介できる
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この SJBは，学習の継続性や文脈からの内容理解を促すため，ストーリー性を重視し
ている。SJB1は，政治経済学部に入学したインドネシア人留学生のアンディが，寮，授
業，サークルなどの場面で日本語を使って人間関係を築いていくという物語になってい
る。はじめは，限られた日本語を使って，助けを求めたり，助けられたりする場面が多い
が，失敗や苦労を乗り越え，のちに自分が後輩にアドバイスをするまでに成長するという
ストーリーである。SJB2と SJB3では，大学院に進学するためのアカデミックジャパニー
ズが学習できる場面や就職活動，面接の場面を設定してビジネス日本語を扱うなど，学習
者たちの多様な学習目的を意識して作成している。
2-2．各課のコンテンツ
各課には，1）Background，2）語彙練習用動画，3）英語による文法説明・練習の動画，
4）会話練習用動画，5）小テスト（15問）がある。
1）Backgroundは，この課で学習する内容に関して自らの知識・経験を思い出し，新
しい知識とのつながりをつくるために設けており，その回答に用いる言語は日本語でも
英語でもよい。例えば，第 5課では，道をたずねることができることを目標としている
が，Backgroundで「What kinds of expressions would be useful to know when asking how to get 
somewhere?」のような問いを立てた。学習者からの回答は，ワードクラウドを利用して，
図 1のように，回答数の多いものはより大きく表示される。これにより，問いに対する回
答を知りたいという意識が高まり，その課の学習内容への動機が高まる。また，教師が
フィードバックしなくても，自らの回答の位置づけがわかり，情報の流れが教材から学習
者へという一方向になりがちな環境でも，他者が回答した表現から学ぶという新たな方向
性が生まれることをねらっている。
図 2は，2）語彙練習用動画，3）英語による文法説明・練習の動画，4）会話練習用動
画の学習の流れを示したものである。各動画にはスモールステップを設け，独学でも学習
図 1　Background の回答
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が進められるように配慮した。具体的には，2）語彙練習用動画で 3段階（① Listen，②
Repeat，③ Quiz），3）英語による文法説明・練習の動画で 2段階（① Grammar explanation，
② Practice），4）会話練習用動画では Listeningに 2 段階（① Listen，② Understand），
Speakingに 4段階（③ Repeat & Memorize，④With a hint，⑤ Role play，⑥ Check）の計 6
段階を設けている。各動画は 5分程度で短く，CJLの他の授業においても，3）英語による
文法説明・練習の部分を見せたり，授業前に動画を見ておくように学生に指示することも
可能な長さになっている。
中でも，工夫した点は，4）会話練習用動画で，客観視点カメラと主観視点カメラを用
いた点である。大熊ほか（2019）は，edXの言語関連コースを分析し，言語学習の動画の
多くが一方向的なモデル提示や文法説明が多いことを報告している。そこで，本コンテン
ツでは，できるだけ動画コンテンツの視聴をしながら練習ができるようにした。
例えば，図 3の通り，話の流れを理解する段階の Listeningと口頭練習をする Speaking
があるが，Listeningの 2段階①②は，客観的に場面や状況が理解できるよう，客観視点カ
メラを利用した。一方，Speakingの 3段階③④⑤では，学習者に会話の当事者意識を持っ
てもらうために主観視点カメラを用いて動画を作成している。そして，最終ステップの⑥
Checkは，最初のステップ① Listenと同じ字幕なしの動画を用いた。それには，①でわか
らなかったことが，⑥の段階で字幕なしでも理解できるようになり，上達を実感できるよ
うにしたいというねらいがある。このように語彙練習用動画，文法説明・練習の動画，会
話練習用動画で学習した内容は，学習者自身が自分の文脈で日本語の世界を広げ，社会に
つなげられるよう，BBSや SNSの場を設定している。
各課に設けた 5）小テストは，語彙 5問，文法 5問，会話表現 5問の計 15問から成る。
現行の SJB1では，有料コース，すなわち修了証の発行を希望した登録者のみ，この小テ
ストが受けられる設定になっている。小テストに入力した回答は，自動採点され，15問
の回答後に点数の形でフィードバックを見ることができる。また，SJB1の無料コースの
学習者にも，何らかの形で自らの学習をふり返る機会があると望ましいと考え，Quizlet
（https://quizlet.com/ja）というアプリを利用して，各課で学習した表現のテストを受ける機
会を設けた。このアプリは，ゲーム感覚で表現を覚える機能もあり，学習者から高評価を
得ている。
図 2　語彙・文法・会話動画の学習の流れ
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SJB1の動画では，ローマ字表記を使用しているが，ひらがな，カタカナの学習を希望
する学習者のために，かな動画教材を作成し，SJB1の part1で，通常のコースとは別に
Lesson 0として回を設定している。かな動画教材は，「あ・か」「さ・た」「な・は」…の
ように，2行ずつに分けて短い動画になるようにしており，各動画は① stroke，typing，
pronunciation，② Read aloud，③ Checkの 3段階を設けた。例えば，ひらがな「あ」を学
習する場合には，発音「あ」→キーボードのタイピング→ひらがなの書き順→発音「あ」
の流れになっている。同様の流れで，か行が終わった段階で，文字を見ながら単語の音声
をリピートする段階，そして最後の Checkで文字が読めるようになったか，到達度を確
認するという流れである（図 4）。特殊拍も長音，促音，撥音の動画をそれぞれ作成した。
以上，各課に設けた Background，3つの動画，かな動画，小テストのコンテンツについ
て紹介したが，このほか，学習者が担当教員や TAに質問をしたり，学習者同士が自由に
話し合える場として，「ディスカッション」を作った。
3．コース運営・実践
2019年度秋学期に開講した edXの講座，理工学術院国際コースにおける「Japanese1
（1）」の実践について報告する。
3-1．edX「Steps in Japanese for Beginners1」part1
2019年 11月 7日（木）から 12月 17日（火）までの約 7週間，edXで SJB1 part1が開
講された。毎週木曜日に，1課ずつ新しい課が 4課まで追加・更新される。そして，49米
ドルを支払った修了証取得対象者（Verified Learner）は，コース終了後から 2週間の間に
図 3　客観視点カメラ（左）と主観視点カメラ（右）の映像
図 4　かな動画教材① stroke, typing, pronunciation（左）と③ Check（右）
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最終課題を提出し，その課題に対してコースの担当教員 3名がフィードバックをするとい
う流れである。
遠藤 2）によると，総登録者数は 2,559名，修了証取得対象者は 47名であった。最も登
録者の多かった地域は，ヨーロッパの 29.7%で，つづいて北アメリカ 23.7%，東アジア
23.1%，ラテンアメリカ 10.3%，南アジア 5.2%，オセアニア 3.4%，アフリカ 2.6%，中東
2.0%であった。また，日本語や日本・日本文化に興味がある，新しい学習法で学べると
思ったという学習動機が多かった。
コース終了後に回収したアンケートの結果によると 3），学習者による SJB1 part1の満足
度は，無料コースの学習者が 90%（修了証取得対象者は 71.4%）と高く，おおむね満足す
るコースが提供できたと考える。また，コンテンツの中心となる動画内容の質に関する問
いについては 5段階評価のうち，5の「Excellent」と最高評価を選択した学習者が 100%，
修了証取得対象者もすべての学習者が平均以上であると評価していた。アンケート調査結
果の詳細については，別の機会にまとめて報告したい。
このように満足度が高かった一方で，学習の継続性については，他のオンラインコース
と同様，課題を抱えていることもわかった 3）。動画視聴の状況をもとに分析した結果 3）に
よると，1日で 2,559名の 4割以上がコースを離脱，2日で 6割以上が離脱するという傾
向を報告している。この離脱に関わる要因を探ってみたところ，学習者が担当教員や TA
に質問したり，学習者同士が自由にやり取りできる「ディスカッション」の参加が関わっ
ており，ディスカッション数の多い方が離脱のリスクを減少させる傾向が確認された。こ
のことは，今後のオンラインコースの在り方を見直す上で，示唆に富む結果であると言え
よう。
3-2．理工学術院国際コース「Japanese1（1）」
2019年秋学期に理工学術院国際コースの学習者を対象に開講した日本語科目「Japanese1 
（1）」は，2単位の必修科目である。CJL初の e-learningと対面授業を組み合わせたブレン
デッド・ラーニングだが，理工学術院の学生であったためか，特にオンラインのシステム
で混乱するような状況はほとんど生じなかった。
ブレンデッド・コースの流れは，図 5の通りである。
図 5　ブレンデッド・コースの流れ
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第 1回目の対面授業のオリエンテーションでは，コースの説明をするとともに，edXと
同じコンテンツを科目履修者であれば特別に利用することができるサイトに登録をし，使
い方の確認をした。特別なサイトを利用することにより，edXの講座が公開されていない
時期にでもコンテンツの内容調整が可能となる。履修者は翌週の対面授業までに，SJB1
のコンテンツで語彙，文法，会話表現を学習した上で小テストを受け，自ら内容理解度，
到達度を確認することが求められる。今学期は，小テストで満点を取ることをその回の出
席の要件とした。
対面授業では，クイズのフィードバック，内容確認，会話練習，ペアやグループで活動
をするなど，対面という学習環境を生かし，自分の文脈で日本語が使えるよう時間を活用
した。授業見学に来た教員の 1人は，授業内で見事に文法説明にほとんど時間を取ってい
ないことに驚いていたが，その点はブレンデッド・ラーニングのよさであると言えよう。
15週 30回の授業は，第 2章の表 1の 12課以外に，オリエンテーション，中間テスト，
期末テストを実施する形で行った。オンラインで提出を求めた課題が 2度あったが，その
際に単純な選択問題であると，履修者間で回答を流用する傾向が見られた。オンラインで
提出する課題は評価対象としないか，個人の考えや経験を述べるような，流用が難しい問
題にする必要がある。
2019年度秋学期の履修者は 23名（基幹理工学部 12名，創造理工学部 6名，先進理工
学部 5名）であったが，日本語の既習度に差があった。SJB1は日本語の初学者を対象と
しており，本コースも初学者を対象としているが，履修者は，初学者が 2，3名で，初級
後半，中級，そして日本語能力試験 N1を取得している超級の学習者も数名いるなど，レ
ベルに幅があった。超級学習者の履修にあたっては，このコースを履修する様々な事情を
聞いているが，西早稲田キャンパスから早稲田キャンパスに短時間で移動するのは容易で
はないため，今後もこのような状況は続くと考えられる。レベルの差があるクラスでは，
日本語で自分を表現するような教室活動にし，実社会でも行っているように，初学者でも
わかる日本語で話したり，説明したりする「わかりやすさ」を評価項目に入れるなどの工
夫が求められるだろう。今後も工夫を重ねる必要がある。
4．まとめと今後の課題
本稿では，インターネットの環境さえあれば，無料で受講が可能であり，日本語を教
える教員にとっても部分的に利用可能な初級日本語 e-learning教材，SJBのコンセプトと
コンテンツを紹介するとともに，2019年度秋学期に edXで開講した SJBのコース運営・
実践，理工学術院のブレンデッド・ラーニングを取り入れた「Japanese1 （1）」のコース運
営・実践，さらに両者のコース終了後に見えてきた課題について報告した。e-learningに
おける学習の継続性は大きな問題であり，SJBのコンテンツを開発したワーキンググルー
プでもこれまでに検討してきた（佐野ほか 2019）。今回の分析結果から，ディスカッショ
ン機能に投稿し，参加することで，学習を継続させる可能性が確認された。今後は，ディ
スカッションへの参加をいかに促すかについて検討していきたい。
現在は，理工学術院に在籍する留学生を対象として SJBのブレンデッド・コースを開
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講しているが，今後は CJLのコースとして開講を検討していく予定である。担当教員に
ついても，これまでは，開発者が授業を担当してきたが，今後は CJLの開発者以外の教
員が授業担当，あるいはコンテンツを活用することになる。中には ICT活用に抵抗のあ
る教員も少なくないが，実際に授業を行う前に ICT使用を経験できる機会や上司や同僚
に相談できるような「組織的支援体制」を設けることで ICTの利活用を促すことができ
るという報告もある（尹・岩崎 2018）。今，CJLではまさにどのような「組織的支援体制」
がつくれるのかをより多角的な視点から考えていくことが急務である。
注
　 1） edXは，ハーバード大学とマサチューセッツ工科大学が共同で設立したMOOCsのプラッ
トフォームの一つである（重田 2014）。
　 2）遠藤健（2020）「Steps in Japanese for Beginners1 Part1 基礎統計」（学内資料）
　 3）遠藤健（2020）「SJB1における離脱傾向解析の試み」（学内資料）
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